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Ⅰ．基本図形の作図

①垂直二等分線の作図

②円の知識

③垂線の作図 すべての作図は

④角の二等分線の作図 この５つの基本の組み合わせである。

⑤平行線の作図

１．垂直二等分線の作図

（１）基本の作図

A B

（２）垂直二等分線の意味

→２つの点から等しい距離にある点の集合体

→線分 ABの垂直二等分線上の全ての点は、・・・

２点 Aと Bからの距離が等しい。

（３）垂直二等分線を使う作図

① 中点の作図

② 円の中心の作図

③ ３点から等しい距離にある点の作図（三角形の外接円の作図）

③ 折り曲げ問題の折り目の作図
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（４）垂直二等分線を使った作図の例

①線分 ABの中点Mを作図せよ。

B

A

②円の中心 Oを作図せよ。

③３点 A,B,Cからの距離が等しい点 Pを作図せよ。

A
・

・C

B・
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④直線ｍ上にあり、２点 Aと Bから等距離にある点 Pを作図せよ。

ｍ

A・

・B

⑤長方形 ABCDの頂点 Bが、頂点 Dと重なるように折り曲げたとき、

その折り目を作図せよ。

A D

B C



- 4 -

２．作図のための円の知識

（１）円の中心から弦に引いた垂線は、弦を２等分する。

左の図で、

・O OH⊥ ABならば、AH＝ BH である。

A B

（２）円の接線は、接点を通る半径に垂直である。

ｍ

左の図で、直線ｍは点 Aで円 Oに接している。

O・ このとき、

OA⊥ｍ である。

（３）直径に対する円周角は

P 左の図で ABが円の直径のとき、

A B
∠ APB＝９０° である。

３．垂線の作図

（１）基本の作図

点 Pを通る直線ｍの作図

・P

ｍ
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（２）垂線を利用する作図

①図形の高さの作図

②円の接線の作図

③正方形の作図

（３）垂線を使った作図の例

①点 Pを通る直線ｍの垂線を作図せよ。

P
・ ｍ

②△ ABCの高さを作図せよ。

A

B C
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③円周上の点 Pにおける接線を作図せよ。

O・

・
P

④線分 ABを１辺とする正方形 ABCDを作図せよ。

A B
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４．角の二等分線の作図

（１）基本の作図

∠ ABCの二等分線を作図せよ。

A

B C

（２）角の二等分線の意味

角の二等分線は・・・・・・、

→ ２辺から等しい距離にある点の集合体

∠ ABCの二等分線は、・・・・

→ ２つの辺 ABと BCからの距離が等しい点の集まり

（３）角の二等分線を利用する作図

①２辺から等しい距離にある点の作図

②三角形の内接円の作図

A

ｍ

B C
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（４）角の二等分線を使った作図の例

①△ ABCにおいて、辺 AC上にあり、

２辺 AB、BCから等しい距離にある点 Pを作図せよ。

A

B C

②△ ABCの内接円を作図せよ。

A

B C
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５．平行線の作図

（１）平行線の作図のポイント

→ ひし形 を作る

（４辺が等しい四角形、平行四辺形でもある）

下の図で、四角形 ABCDがひし形になるように点 Dを作図せよ。

A

B C

（２）作図の基本

点 Pを通り、直線ｍと平行な直線ｎを作図せよ。

・P

ｍ
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Ⅱ．作図の応用問題

□１ 次の図は，ＡＢ＝ＡＣの二等辺三角形ＡＢＣである。３点Ａ，Ｂ，Ｃを通る円を作図し

なさい。ただし，作図には定規とコンパスを使い，また，作図に用いた線は消さないこと。

□２ 次の図のように，正三角形ＡＢＣがある。このとき，ＡＢ＝ＡＤ，∠ＢＡＤ＝ 30 °とな

るような二等辺三角形ＡＢＤを２つ作図しなさい。ただし，作図には定規とコンパスを使

い，また，作図に用いた線は消さないこと。
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□３ 次の円の面積を２等分する直線を作図しなさい。ただし，作図には定規とコンパスを使

い，また，作図に用いた線は消さないこと。

□４ 次の図は，円の一部である。この円の中心Ｏを作図によって求め，円を完成させなさい。

ただし，作図には定規とコンパスを使い，また，作図に用いた線は消さないこと。
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□５ 次の図で，２点Ａ，Ｂからの距離が等しい点の中で，点Ｃから最も短い距離にある点Ｐ

を作図によって求めなさい。ただし，作図には定規とコンパスを使い，また，作図に用い

た線は消さないこと。

□６ 次の図は，四角錐の展開図の一部を表したものである。図に線をかき加えて，展開図を

完成させなさい。ただし，作図には定規とコンパスを使い，また，作図に用いた線は消さ

ないこと。
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□７ 次の線分を対角線にもつ正方形を作図しなさい。ただし，作図には定規とコンパスを使

い，また，作図に用いた線は消さないこと。

□８ 次の図のような，線分ＡＢがある。∠ＢＡＣ＝ 45 °となる直線ＡＣを作図しなさい。

ただし，作図には定規とコンパスを使い，また，作図に用いた線は消さないこと。
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□９ 次の図のような，四角形ＡＢＣＤの紙がある。この紙を頂点Ｂが頂点Ｄに重なるように

２つに折ったときにできる折り目の直線を作図しなさい。ただし，作図には定規とコンパ

スを使い，また，作図に用いた線は消さないこと。

□10 ３点Ａ，Ｂ，Ｃを通る円の中心Ｏを作図によって求めなさい。ただし，作図には定規と

コンパスを使い，また，作図に用いた線は消さないこと。
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□11 点Ａを通り，線分ＢＣが弦となる円を作図しなさい。ただし，作図には定規とコンパス

を使い，また，作図に用いた線は消さないこと。

□12 次の図のように，直線ℓと２つの点Ａ，Ｂがある。直線ℓ上にあって，∠ＡＰＢ＝ 90 °

となる点Ｐを作図によってすべて求め，それらの点に・をつけなさい。ただし，作図には

定規とコンパスを使い，また，作図に用いた線は消さないこと。
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□13 次の図の平行四辺形ＡＢＣＤの辺上または内部に２点Ｐ，Ｑをとり，平行四辺形ＡＰＣ

Ｑを作図しなさい。ただし，作図には定規とコンパスを使い，また，作図に用いた線は消

さないこと。

□14 次の図のように，線分ＡＢ，ＢＣがある。線分ＡＢの垂直二等分線上にあって，

線分ＡＢ，ＢＣから等しい距離にある点Ｐを作図によって求めなさい。

ただし，作図には定規とコンパスを使い，また，作図に用いた線は消さないこと。
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□15 次の図の∠ＡＯＢの２辺ＯＡ，ＯＢ両方に接する円のうちで，辺ＯＡ上の点Ｐを接点と

する円を作図しなさい。ただし，作図には定規とコンパスを使い，また，作図に用いた線

は消さないこと。

□16 次の図において，点Ａは円Ｏの円周上の点である。線分ＯＡを直径とする円を作図しな

さい。ただし，作図には定規とコンパスを使い，また，作図に用いた線は消さないこと。
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□17 次の図のように，平行な２直線ℓ，ｍとｍ上の点Ａがある。点Ａで直線ｍに接し，直線ℓ

にも接する円の中心Ｏを作図によって求めなさい。ただし，作図には定規とコンパスを使

い，また，作図に用いた線は消さないこと。

□18 次の図のように，２つの半直線ＡＰ，ＡＱがあり，ＡＰ＝ＡＱである。２点Ｐ，Ｑで２

つの半直線に接する円の中心Ｏを作図によって求めなさい。ただし，作図には定規とコン

パスを使い，また，作図に用いた線は消さないこと。
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□19 次の図で円Ｏの外の１点Ｐから，この円への接線を作図しなさい。ただし，作図には定

規とコンパスを使い，また，作図に用いた線は消さないこと。

□20 次の図のように，１つの円と２点Ａ，Ｂが与えられたとき，この円周上にあって，２点

Ａ，Ｂから等しい距離にある点を作図によって求めなさい。ただし，作図には定規とコン

パスを使い，また，作図に用いた線は消さないこと。
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□21 点Ａで直線ℓに接し，点Ｂを通る円を作図しなさい。ただし，作図には定規とコンパス

を使い，また，作図に用いた線は消さないこと。

□22 次の図のように，点Ａ，Ｐと直線ℓとがある。ℓ上にＱをとり，∠ＰＡＱ＝ 90 °の直角

三角形ＡＰＱを作図しなさい。ただし，作図には定規とコンパスを使い，また，作図に用

いた線は消さないこと。



- 21 -

□23 点Ａを中心とし，直線ℓに接する円を作図しなさい。ただし，作図には定規とコンパス

を使い，また，作図に用いた線は消さないこと。

□46 次の図のように，直線ℓとℓ上の点Ａ，ℓ上にない点Ｂがある。２点Ａ，Ｂを通り，中心

Ｏがℓ上にある円を作図しなさい。ただし，作図には定規とコンパスを使い，また，作図

に用いた線は消さないこと。
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□25 次の図の線分ＡＢにおいて，∠ＢＡＣ＝ 30 °となるような直角三角形ＡＢＣを１つ作

図しなさい。ただし，作図には定規とコンパスを使い，また，作図に用いた線は消さない

こと。

□26 次の図のように，３直線ℓ，ｍ，ｎがある。直線ℓ上にあって２直線ｍ，ｎから等しい距

離にある２点を作図によって求めなさい。ただし，作図には定規とコンパスを使い，また，

作図に用いた線は消さないこと。
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□27 次の図のように，点Ｏを中心とする円の円周上に点Ａ，円の外部に点Ｂがある。点Ａで

円Ｏに接し，点Ｂを通る円の中心Ｐを作図によって求めなさい。ただし，作図には定規と

コンパスを使い，また，作図に用いた線は消さないこと。

□28 次の図のように，△ＡＢＣと線分ＤＥがある。線分ＤＥ上に点Ｐをとり，△ＰＢＣの面

積が△ＡＢＣの面積と等しくなるような点Ｐを作図によって求めなさい。ただし，作図に

は定規とコンパスを使い，また，作図に用いた線は消さないこと。


